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第３学年道徳科学習指導案 

日 時 令和○年○月○日（○）○校時 

場 所 ３年○組教室 

授業者 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 主題名 個性や立場を尊重すること「Ｂ-(９)相互理解，寛容」 

 

２ ねらいと教材 

(１) ねらい 

個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解しようとする道徳的実践意

欲と態度を育てる。 

 

(２) 教材名 

 「しあわせ」（東京書籍 新しい道徳３） 

 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

 本主題は，中学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目Ｂ－(９)「相互理解，寛容」の「自分の

考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え

方があることを理解し，寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていくこと」を受けている。 

人間関係を築き，相互理解を深めるためには，自分の考えや意見を人に伝えることが欠かせない。 

中学校の段階は，自分の考えや意見を伝えることの大切さを感じる機会が増えるとともに，相手の立

場に立ってその考えや意見を聴くことで，真の相互理解が可能になることを少しずつ経験していく時

期である。学年が上がるにつれて，ものの見方や考え方が確立するとともに，自分の考えや意見に固

執する傾向も見えてくる。個性とは何かについて正しく理解し，他に同調するのではなく，自分の考

えや意見を伝えること，互いの個性や立場を尊重し，広い視野に立っていろいろなものの見方や考え

方があることを理解しようとする態度を育てることが大切であると考え，本主題を設定した。 

 

(２) 生徒のこれまでの学習状況や実態 

本学級の生徒は，周囲とコミュニケーションを図りながら諸活動に取り組むことができる生徒が多

い。授業中に分からないことがあると，意欲的に教え合う姿が見られる。苦手なタイプの友達にも，

距離を上手に取って関わろうとしている。しかし一方で，交友関係が狭く，一部の友達とだけの関わ

りになってしまっている生徒もいる。また，他愛もない会話をすることができても，自分の思いを伝

える事が苦手で，自分の考えや行動に自信を持てない生徒も多い。 

生徒は中学校１年生の「落語が教えてくれたこと」，２年生の「遠足で学んだこと」の授業において， 

「個性について正しく理解すること」，「誰もが様々な立場に立って個性を発揮することの良さを理解

すること」について学習している。これまでの学習内容を更に発展させ，本時の学習では「それぞれ

の個性や立場を尊重すること」，「いろいろなものの見方や考え方があること」まで考えさせたい。ま

た，個性や立場を尊重することで，みんなが自分らしく安心して生活することにつながることに気付
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かせたい。さらに，「心にしみこむ”言葉の力”－池上彰」の授業において扱う，「相手や場面が変わ

っても寛容の心をもち謙虚に学ぶことが人間として成長に役立つことを理解すること」につなげたい。 

 

(３) 使用する教材の特質 

本教材は，タマゴマンのクラスで給食の時間に起きた出来事を通して，相互理解について考えさせ

ることができる教材である。中学校１年生の「忘れ物」，中学校２年生の「あいさつ」に続くシリーズ

であり，生徒にとって馴染みのある，読みやすい教材である。 

ある日の給食のメニューはマーボー豆腐だった。タマゴマンの友達のアナゴマンの１番好きな食べ

物である。アナゴマンにとっては大好物で，「しあわせ」を感じていたのだが，クラスメートのタマゴ

マンにとって豆腐料理は１番苦手な食べ物であった。担任の先生が宮沢賢治の「世界中が幸福になら

ない限り個人の幸福はありえない」という言葉を紹介したことから，「しあわせ」の考え方についてそ

れぞれの考え方や意見を交流させていくという話である。 

  給食の時間におけるタマゴマン達の会話を通して，「個性を理解することの大切さ」や「いろいろな

ものの見方や考え方があること」に気付かせることができ，宮沢賢治の言葉を通して，個としての考

え方だけでなく全体に目を向けた考え方をさせることができる教材である。 

 

(４) 指導観 

本時の指導に当たっては，授業中に生徒が考える時間を確保するために，事前に教材を読ませ，内

容を理解させる。生徒にとって馴染みやすいキャラクターが出てくるので，絵や吹き出しを用いて構

造的な板書にすることで，様々な立場や考えがわかるように工夫したい。 

それぞれの考えを受け入れることについて考える活動を中心場面とし，自分との関わりの中で相互

理解について考えさせることを意識して授業を展開したい。また，自分とは違う立場の意見について

考えさせるための問い返しの発問や，個の尊重と相互理解について考えさせるための問い返しの発問

を複数用意し，多面的・多角的な考えを引き出すことを意識して授業を展開することで，個性や立場

を尊重することの大切さ，いろいろなものの見方や考え方があることに気付かせたい。 

生徒の学習状況を見取るために，ワークシートとともに，座席表と板書の記録を活用する。机間指

導で生徒の考えを把握すること，他の生徒の発言に対する反応を見取ることを目的に座席表を活用す

る。また，生徒の発言や思考の流れが分かる板書構成にし，授業後に写真を撮って振り返ることで，

生徒の変容を見取る一助とする。特に，「自分と違った考えを理解することは難しいことなのでしょ

うか」の発問で，スケールとネームカードを使って立ち位置を明確にさせる際に，板書の写真を記録

することで，生徒の考えを把握し，変容を見取りたいと考える。 

 

４ 教材分析・発問構成 ・・・ 別紙 

 

５ 学習指導過程 ・・・ 別紙 

 

６ 他の教育活動との関連 ・・・ 別紙 
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（別紙）４ 教材分析・発問構成  
 

あらすじ      気付かせたい考え       発問         予想される反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食にマーボー豆

腐が出る。アナゴマ

ンにとっては大好

物だが，タマゴマン

にとっては１番苦

手な食べ物である。 

考え方の違いを知

ること，それぞれの

立場を尊重するこ

との良さに気付か

せる。 

自分と異なった考 

えを持っている人 

がいたら，理解する 

ことはできますか。 

＜難しい＞ 
・100％理解するの

は無理。 

・理解したつもり

でも本当に理解

できたかは分か

らない。 

＜理解できる＞ 

・自分が必ずしも

正しいとは限ら

ない。 

・まずは相手の話

を聞いてみる。 

・もめ事がなく平

和に過ごせる。 

・人と違ってもい 

いんだと安心で 

きる。 

・みんなが自分ら 

しく居られる。 

 

担任の先生が，宮沢

賢治の「世界中が幸

福にならない限り

個人の幸福はあり

えない」という言葉

を紹介する。 

誕生日に食べたい

ものの話を通して，

タマゴマンは人間

の考えていること

は一人一人違うと

いうことに気付く。 

人それぞれの考え

方や感じ方がある

こと，互いに理解す

ることは難しいと

いうことを確認す

る。 

・相手の気持ちを

考える。 

・まずは話を聞い

て，相手のことを

理解しようとす

る。 

・自分と考えが違

うからといって

否定しない。 

・人の嫌な所だけ

でなく良いとこ

ろにも目を向け

る。 

・心の余裕を持つ。 

クラスのみんなで

「しあわせ」の考え

方についての意見

交流をさせ，それぞ

れの考え方の違い

を知る。 

みんなの考え方の

違いを知ることで，

どういうクラスに

なると思いますか。 

◎それぞれの違い

を認めるために

は，どのようなこ

とを考えていけ

ばいいと思いま

すか。 

考え方の違いを理

解することは難し

いが，このままでは

良くないことに気

付かせる。 

それぞれの違いを

認めることについ

て，日常生活を想起

させ，自分との関わ

りで考えさせる。 
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（別紙）５ 学習指導過程                                  

 学習活動 ○主な発問（◎中心的な発問） 

●補助発問 ・生徒の反応 

指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

５ 

分 

１ 本時のねらいとする道徳

的価値についての問題意識

を持つ。     （一斉） 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 （一斉） 

 

 
 

○あなたにとって，「しあわせ」

だと思うのはどんな時です

か。 

・寝ている時。 

・ゲームをしている時。 

・部活動をしている時。 

・好きな音楽を聞いている時。 

 

 

展 

 

開 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 範読を聞き，登場人物と，

それぞれの考えを捉える。 

（一斉） 

 

４ 人それぞれの考え方や感

じ方があること，互いに理

解することは難しいという

ことを確認する。 （一斉） 

 

 

 

 

５ 人それぞれの考え方や感

じ方の違いを理解すること

について，自分との関わり

で考える。    （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○給食の時間の会話から，タマ

ゴマンはどんなことを発見

しましたか。 

・人間が考えていることは人そ

れぞれ違う。 

・小さなことでも考え方が違っ

て難しいものだ。 

 

○自分と異なった考えを持っ

ている人がいたら，理解する

ことはできますか。 

＜理解するのは難しい＞ 

・他の人の考えを 100％理解す

ることは無理だと思う。 

・理解したつもりでも，本当に

理解したのかは分からない。 

＜どちらとも言えない＞ 

・簡単にはできないけど，絶対

に無理ではないと思う。 

＜理解できると思う＞ 

・自分が必ずしも正しいとは限

らない。 

・まずは相手の話を聞いてみよ

うと思う。 

・タマゴマンが気付いたこ

と，発見したことを意識さ

せて範読を聞かせる。 

 

・タマゴマンの視点から，物

語を振り返らせ，人それぞ

れの考え方や感じ方がある

こと，互いに理解すること

は難しいということを確認

する。 

 

 

・ワークシートの心情スケー

ルに自分の考えとそう思う

理由を書かせる。 

・ネームカードを黒板に貼ら

せ，自分の考えを明確にさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものの見方や考え方について考えよう。 

「しあわせ」だと思うこと

について，人それぞれの考

え方や感じ方があることを

確認し，本時の課題に対し

て問題意識を持たせる。 

（問）（自） 

補助発問を通して，自分と

は異なる立場から再度考

えさせる。     （多） 

心情スケールを用いて，自

分の考えを明確にさせ，自

分と異なった考えを理解

することについて，自分と

の関わりで考えさせる。 

（自） 
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展 

 

開 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ それぞれの違いを認める

ことについて考える。    

（ 個人 → 一斉 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 考え方の違いを知るこ

と，それぞれの立場を尊重

することの良さに気付く。 

             （一斉） 

●今，いろいろな人の考えを聞

いてどう思いましたか。 

●「理解できる」と思う人は，

「難しい」と思う人の意見を

聞いてどう思いましたか。 

●「難しい」と思う人は，理解

しないままで，気持ちよく生

活していけますか。 

 

 

◎それぞれの違いを認めるた

めには，どのようなことを考

えていけばいいと思います

か。 

・相手の気持ちを考える。 

・まずは話を聞いて，相手のこ

とを理解しようとする。 

・自分と考えが違うからといっ 

て否定しない。 

・人の嫌な所だけでなく良い所

にも目を向ける。 

・心の余裕を持つ。 

●みんなのことを考えると，そ

れぞれの意見を言わない方

がいいのでしょうか。 

●自分が我慢したら，自分は認

められたことにならないの

ではないでしょうか。 

●100％理解することは難しい

のではなかったですか。 

 

 

 

 

○みんなの考え方の違いを知 

ることで，どういうクラスに

なると思いますか。 

・余計なもめ事がなく，平和に

過ごすことができる。 

 

・違いを理解することは難し

いが，このままでは良くな

いことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・前発問の「難しい」と思う

理由として出た意見も問い

返しとして活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考えを整理させるため，ワ

ークシートに書かせる。 

・考え方の違いを知ること，

それぞれの立場を尊重する

ことの良さに気付かせる。 

 

＜評価＞ 

それぞれの違いを理解する

ことについて，自分との関

わりで考えようとしていた

か。（自）【ワークシート 

発言・ネームカード】 

補助発問を通して，個の尊

重と相互理解の両面から

考えさせる。    （多） 

＜評価＞ 

それぞれの違いを認めるこ

とについて，自分との関わ

りで考えようとしていた

か。（自）【ワークシート 

発言】 

＜評価＞ 

様々な立場の考えを聞き，

いろいろなものの見方や考

え方があることに気付いて

いたか。（多）【ワークシー

ト・発言】 

それぞれの違いを認める 

ことについて，日常生活を 

想起させ，自分との関わり 

で考えさせる。   （自） 
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・人と違ってもいいんだと安心 

して生活できる。 

・みんなが自分らしく居られ 

るようになる。 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

10 

分 

８ 人間としての生き方につ 

いて考える。   （一斉） 

○自分と異なった考えを持っ

ている人がいたら，理解しよ

うと思いますか。 

○本時を振り返り，ものの見方

や考え方について考えたこ

とを書きましょう。 

・給食など小さなことでも，そ

れぞれ考えが違うというこ

とが分かった。分かろうとす

る気持ちが大切だと思った。 

・それぞれ考え方が違うから，

みんなが 100％理解すること

は難しいけれど，そうなれる

ようにお互いに気を配るこ

とはできると思った。 

・いろいろな人がいるけれど，

どういう人なのかをお互い

に理解して，みんなで上手く

やっていけるといいと思っ

た。 

・ワークシートの心情スケー

ルに自分の考えとそう思う

理由をもう一度書かせ，考

え方の変化を振り返らせ

る。 

 

（問）：問題意識を持たせる      （多）：多面的・多角的に考えさせる 

（自）：自分との関わりで考えさせる  （生）：人間としての生き方について考えさせる 

 

【評価】 

＜生徒の評価＞ 

・それぞれの考え方や感じ方の違いを理解することについて自分との関わりで考えようとしていたか。 

（自）【ワークシート・発言・ネームカード・観察】 

 ・様々な立場の考えを聞き，いろいろなものの見方や考え方があることに気付いていたか。 

（多）【ワークシート・発言・板書】 

＜教師側の授業評価＞ 

 ・それぞれの考え方や感じ方の違いを理解することについて，日常生活を想起させ，自分との関わり

で考えさせていたか。           （自）【ワークシート・発言・ネームカード・観察】 

 ・発問や補助発問を通して様々な立場の考えを引き出し，いろいろなものの見方や考え方があること

に気付かせていたか。                   （多）【ワークシート・発言・板書】 

 

 

ものの見方や考え方につい

て考えたことを振り返らせ

ることで，人間としての生

き方についての考えを深め

させる。      （生） 



7 
 

【板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【準備物】 

教師：教科書，ワークシート，ネームカード，発問カード，登場人物の絵 

生徒：教科書，筆記用具 

 

（別紙）６ 他の教育活動との関連                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○月 ○日  第○回 道徳 「しあわせ」 

  

                                                                

                                                            ・相手の気持ちを考える。 

                                                            ・まずは話を聞いて，相手のことを理解しようとする。 

                                                            ・自分と考えが違うからといって否定しない。 

                                                            ・人の嫌な所だけでなく良い所にも目を向ける。 

                              

                              

                                                                                        

                                                             

                                                            

ものの見方や考え方について考えよう それぞれの違いを認めるためには，どのよう 
なことを考えていけばいいと思いますか。 

どういうクラスになる？  
理解するのは難しい                  理解できると思う 

 

 

 

タマゴ

マン 

アナゴ

マン 

麻婆豆腐好き 豆腐料理苦手 

人間が考えていることはそれぞれ違う 

小さなことでも考えが違っていて難しい 

中学校２年 道徳 

【個性を発揮することの良さ】 

「遠足で学んだこと」 

・個性について正しく理解すること。 

・誰もが様々な立場に立って個性を発揮

することの良さを理解すること。 

他の教育活動 

・学級開き 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・部活動 

他の教育活動 

・学級活動 

・係活動 

・委員会活動 

・部活動 

・修学旅行 

中学校３年 道徳 

【個性や立場の尊重】 

「しあわせ」 

・それぞれの個性や立場を尊重すること。 

・いろいろなものの見方や考え方がある 

こと。 

中学校３年 道徳 

【寛容の心】 

「心にしみこむ”言葉の力”－池上彰」 

・相手や場面が変わっても寛容の心をも

ち謙虚に学ぶことが人間として成長に

役立つことを理解すること。 

自分と異なった考えを持っている人がいたら？ 

・余計なもめ事がなく，平和に過ごせる。 
・人と違ってもいいんだと安心できる。 
・みんなが自分らしく居られる。 


